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シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル

の

剥

離

紙
の
処
理
が
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
今
、
王
子
タ
ッ

ク
、
リ
ン
テ
ッ
ク
、
Ｏ
Ｓ
Ｐ
、

サ
ト
ー
の
四
社
は
、
シ
ー
ル
・

ラ
ベ
ル
業
界
に
お
け
る
資
源
循

環
モ
デ
ル
の
構
築
と
そ
の
普
及

促
進
の
目
的
の
下
、
二
〇
二
三

年
五
月
末
に
一
般
社
団
法
人
ラ

ベ
ル
循
環
協
会
「
Ｊ
―
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｌ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。 

                

 

    

 

Ｊ

―

Ｅ

Ｃ

Ｏ

Ｌ

は

ラ

ベ

ル

業
界
に
お
け
る
循
環
化
社
会
を

創
造
し
、
も
っ
て
循
環
型
社
会

を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う

と
し
て
い
ま
す
。 

①

使

用

済

み

剥

離

紙

の

再

生
資
源
化
と
普
及
促
進 

②

リ

サ

イ

ク

ル

技

術

確

立

の
支
援 

.                      

③

リ

サ

イ

ク

ル

の

現

状

の

可
視
化
と
情
報
発
信 

設

立

の

目

的

に

つ
い

て

は

、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
左
記
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

「

今

や

シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル

（
以
下
ラ
ベ
ル
）
は
私
た
ち
の

生
活
に
当
た
り
前
に
存
在
す
る

モ
ノ
で
す
。
貼
ら
れ
た
物
を
彩

り
、
物
の
情
報
を
表
示
し
た
り

と
様
々
な
場
面
で
日
々
活
躍
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
シ
ン
プ
ル

な
構
造
で
安
価
で
あ
る
た
め
脱

炭
素
社
会
で
も
活
躍
で
き
る
エ

コ
シ
ス
テ
ム
と
考
え
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
活
躍
の
裏
で
一

つ
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 

そ
れ
は
ラ
ベ
ル
の
粘
着
面
を

保
護
す
る
た
め
の
台
紙
（
以
下

剥
離
紙
）
が
、
ラ
ベ
ル
が
使
用

さ
れ
た
後
に
不
要
物
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

こ
の
課
題
は
個
社
で
解
決
は

で
き
ま
せ
ん
。
ラ
ベ
ル
を
使
用

す
る
企
業
、
製
造
す
る
企
業
、

そ
し
て
剥
離
紙
を
再
利
用
す
る

企
業
、
そ
の
他
関
連
す
る
企
業

が
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
活
用

す
る
と
い
う
同
じ
意
志
が
課
題

解
決
に
は
必
要
で
す
。 

 
ラ
ベ
ル
循
環
協
会
は
ラ
ベ
ル

に
お
け
る
循
環
型
社
会
の
実
現

を
目
的
に
設
立
致
し
ま
し
た
。 

環
境
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
様
と
一
緒
に
循
環
型
社
会
理

念
を
推
進
し
、
環
境
負
荷
軽
減

に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。
」 

 

シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル

の

抜

き

カ
ス
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処

理
さ
れ
て
い
る
が
、
当
組
合
員

の
半
数
は
日
本
ウ
エ
ス
ト
に
Ｒ

Ｐ
Ｆ(

固
形
燃
料)

の
原
料
と
し

て
処
理
を
依
頼
し
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。 

し

か

し

、

エ

ン

ド

ユ

ー

ザ

ー
で
は
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
を
使

用
し
た
後
の
剥
離
紙
は
廃
棄
す

る
し
か
な
い
の
が
現
状
で
、
環

境
問
題
の
高
ま
り
の
中
で
、
何

と
か
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
の

か
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

し

か

し

、

剥

離

紙

は

シ

リ

コ
ン
処
理
を
し
て
あ
る
た
め
に

簡
単
に
再
生
利
用
す
る
こ
と
が

技
術
的
に
難
し
く
、
で
き
な
い

の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
同
協

会
が
こ
う
し
た
問
題
、
課
題
を

解
決
し
よ
う
と
設
立
さ
れ
た
も

の
で
、
ラ
ベ
ル
使
用
企
業
、
運

搬
企
業
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル
企
業
、

製
品
加
工
企
業
、
タ
ッ
ク
紙
製

造
企
業
、
ラ
ベ
ル
製
造
企
業
な

ど
の
参
加
を
望
ん
で
い
ま
す
。 
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全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(
田
中
祐
会
長)

は
、
タ
ッ
ク
紙
の
三
回
目
の
値

上
げ
の
お
願
い
が
組
合
員
に
届

い
て
い
る
た
め
に
、
協
賛
会
に

対
し
て
連
合
会
と
各
協
同
組
合

名
で
適
正
な
値
上
げ
幅
と
開
始

時
期
に
つ
い
て
再
考
し
て
ほ
し

い
と
文
書
に
よ
る
お
願
い
を
し

ま
し
た
。 

タ

ッ

ク

紙

の

値

上

げ

は

一

昨
年
の
十
月
と
昨
年
の
八
月
に

実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
実

に
三
回
目
の
値
上
げ
と
な
る
が
、 

前
回
の
値
上
げ
も
ま
だ
得
意
先

に
認
め
て
も
ら
え
な
い
組
合
員

も
多
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
値

上
げ
は
ま
さ
に
死
活
問
題
に
も

な
り
か
ね
な
い
と
危
惧
す
る
声

が
多
い
の
が
現
状
。 

 

す
べ
て
の
物
が
上
が
っ
て
い

る
今
日
、
値
上
げ
そ
の
も
の
は

あ
る
程
度
の
理
解
は
で
き
て
も

小
規
模
零
細
企
業
の
多
い
中
、

各
社
横
並
び
の
値
上
げ
幅
と
開

始
時
期
に
つ
い
て
は
再
考
を
強

く
促
し
た
い
。 

 

連
合
会
で
は
組
合
員
が
得
意

先
に
対
し
て
値
上
げ
の
理
解
を 

    

少
し
で
も
深
め
て
も
ら
い
た
い

と
、
得
意
先
へ
の
文
書
の
ひ
な

型
を
作
成
し
、
連
合
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
文

書
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。 

 
■
価
格
改
定
に
お
け
る
ご
配

慮
に
関
す
る
お
願
い(

協
賛
会

向
け) 

 

拝

啓 

貴

社

ま

す

ま

す

ご

清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
当

組
合
会
員
企
業
へ
の
並
々
な
ら

ぬ
ご
支
援
に
対
し
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ

て

早

速

で

す

が

、

昨

年

夏
以
降
、
近
年
の
景
気
低
迷
等

に
よ
る
原
材
料
コ
ス
ト
増
、
配

送

料

の

高

騰

な

ど

を

理

由

に

「
価
格
改
定
の
通
告
」
が
当
連

合

会

傘

下

の

組

合

員

企

業

に

続
々
と
届
き
、
昨
今
で
は
世
界

情
勢
を
背
景
に
し
た
原
燃
料
価

格
、
電
力
・
物
流
経
費
の
上
昇

を
受
け
て
再
度
「
価
格
改
定
の

通
告
」
が
当
連
合
会
傘
下
の
組

合
員
企
業
に
来
て
お
り
ま
す
。

（
二
〇
二
一
年
十
月
、
二
〇
二

二
年
八
月
、
今
回
計
三
回
目
） 

こ

の

件

に

つ

い

て

は

、

当

連
合
会
傘
下
の
各
組
合
で
も
対

応
に
苦
慮
し
て
お
り
、
「
価
格

改
定
」
の
妥
当
性
に
つ
い
て
当

連
合
会
理
事
会
な
ど
で
も
検
討

を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。 

協

賛

会

各

社

様

を

取

り

巻

く
外
部
環
境
の
激
変
を
十
分
に

勘
案
し
な
が
ら
も
、
「
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
共
存
共
栄
」

の
観
点
、
な
ら
び
に
「
組
合
員

企
業
の
公
平
な
競
争
環
境
を
維

持
し
、
各
社
が
切
磋
琢
磨
し
て

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
印
刷
産
業
の

持
続
的
発
展
を
図
る
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
「
業
界
横
並
び
の

思
考
停
止
の
値
上
げ
で
な
く
、

各
社
の
原
価
を
勘
案
し
た
適
正

な
値
上
げ
幅
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
、
「
値
上
げ
の
開
始
時
期

に
つ
い
て
は
原
燃
料
価
格
、
電

力
・
物
流
経
費
の
上
昇
の
推
移

を
見
守
り
な
が
ら
可
能
な
限
り

引
き
延
ば
し
て
頂
き
た
い
」
と

い
う
結
論
が
当
理
事
会
で
決
議

さ
れ
ま
し
た
。 

諸

々

の

ご

事

情

が

あ

る

か

と
存
じ
ま
す
が
事
情
勘
案
の
上
、

標
記
の
件
に
つ
き
ま
し
て
何
卒

ご
理
解
を
賜
っ
た
ご
対
応
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今

後

も

シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル

印
刷
業
界
発
展
の
た
め
に
格
別

の
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展 

五
年
ぶ
り
の
開
催
目
指
す 

 

毎

年

恒

例

と

な

っ

て

い

た

「
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
っ
て
、
平
成
三
十
年
十

一
月
十
日
の
第
二
十
回
を
最
後

に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
騒
動
も
一
段

落
し
た
た
め
、
来
年
の
二
月
か

三
月
に
開
催
予
定
で
、
現
在
そ

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ

の

間

何

回

か

企

画

さ

れ

て
は
中
止
と
い
う
事
を
く
り
返

し
て
い
ま
し
た
が
、
三
年
前
に

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
は
し
た
も
の

の
、
リ
ア
ル
で
の
開
催
を
求
め

る
声
が
多
く
、
今
回
正
札
シ
ー

ル
、
神
奈
川
と
も
話
し
合
い
を

行
い
、
三
協
組
合
同
で
の
開
催

が
基
本
的
に
合
意
さ
れ
ま
し
た
。 

会

場

は

都

立

産

業

会

館

浜

松
町
館
か
台
東
館
が
候
補
に
挙

が
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

          

 

 

 

                   

 

タ
ッ
ク
紙
の
三
回
目
の
値
上
げ
に
対
し 

連
合
会
が
協
賛
会
に
対
し
是
正
を
要
望 



原

材

料

価

格

や

エ

ネ

ル

ギ

ー
費
、
労
務
費
な
ど
の
コ
ス
ト

が
上
昇
す
る
中
、
コ
ス
ト
増
を

下
請
中
小
企
業
だ
け
で
な
く
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
負
担

し
、
雇
用
の
約
７
割
を
支
え
る

中
小
企
業
で
も
賃
上
げ
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
コ

ス
ト
の
価
格
転
嫁
を
は
じ
め
と

し
た
下
請
取
引
の
適
正
化
を
行

う

こ

と

が

欠

か

せ

ま

せ

ん

。 

 

中
小
企
業
庁
は
、
適
切
に
価

格
交
渉
・
価
格
転
嫁
で
き
る
環 

                   

境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
全
国

四
七
都
道
府
県
に
設
置
し
て
い

る
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
「
価
格

転
嫁
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」
を
新
設

し
、
下
請
中
小
企
業
の
価
格
交

渉
・
価
格
転
嫁
を
後
押
し
し
ま

す
。 中

小

企

業

庁

が

実

施

し

た

令
和
５
年
３
月
の
「
価
格
交
渉

促
進
月
間
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
、
「
価
格
交
渉

を
申
し
入
れ
て
応
じ
て
も
ら
え

た
」
、
ま
た
は
「
発
注
側
か
ら 

の
声
掛
け
で
価
格
交
渉
が
で
き 

                   

た
」
と
回
答
し
た
下
請
中
小
企

業
の
割
合
は
全
体
の
約
五
八
％

で
、
令
和
四
年
九
月
の
調
査
時

点
と
比
較
し
て
増
加
し
ま
し
た
。 

 
 

一
方
、
「
発
注
側
か
ら
交
渉

の
申
し
入
れ
が
な
か
っ
た
」
、

「
協
議
に
応
じ
て
も
ら
え
な
か

っ
た
」
ま
た
は
「
減
額
の
た
め

に
協
議
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
」

と
回
答
し
た
割
合
も
全
体
の
約

一
六
％
と
な
り
、
二
極
化
が
進

行
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

ま

た

、

民

間

の

信

用

調

査

会
社
に
よ
る
調
査
で
は
、
価
格

転
嫁
が
で
き
た
企
業
の
う
ち
多

く
が
、
「
原
価
を
示
し
た
価
格

交
渉
」
が
有
効
で
あ
っ
た
と
回

答
が
あ
り
、
効
果
的
な
価
格
交

渉
の
た
め
に
は
、
コ
ス
ト
の
増

加
分
を
定
量
的
に
把
握
し
、
原

価
を
割
り
出
し
て
提
示
す
る
こ

と
が
有
益
で
あ
る
と
い
う
事
例

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ

う

し

た

「

価

格

交

渉

促

進
月
間
」
な
ど
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
中
小
企
業
庁
で
は
、

中
小
企
業
な
ど
が
、
原
材
料
費

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
労
務
費

な
ど
の
上
昇
分
を
、
発
注
側
企

業
に
適
切
に
価
格
転
嫁
す
る
た

め
の
支
援
体
制
を
強
化
す
べ
く
、

全
国
四
七
都
道
府
県
に
設
置
し

て
い
る
経
営
課
題
に
対
応
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
で
あ

る

「

よ

ろ

ず

支

援

拠

点

」

に

「
価
格
転
嫁
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」

を
新
設
し
ま
す
。 

価

格

転

嫁

サ

ポ

ー

ト

窓

口

で
は
、
価
格
交
渉
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
や
原
価
計
算
の
手

法
の
習
得
支
援
を
通
じ
て
、
下

請
中
小
企
業
の
価
格
交
渉
・
価

格
転
嫁
を
後
押
し
し
ま
す
。 

ま

た

、

商

工

会

・

商

工

会

議
所
等
に
お
い
て
も
、
「
価
格

交
渉
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
活
用

等
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
価
格

転
嫁
を
支
援
す
る
全
国
的
な
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
備
し
て
い
ま

す
。 シ

ー

ル

印

刷

業

界

で

は

タ

ッ
ク
紙
メ
ー
カ
ー
が
八
月
二
十

日
や
九
月
一
日
か
ら
、
紙
ベ
ー

ス
で
十
五
％
、
フ
ィ
ル
ム
ベ
ー

ス
で
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
値
上

げ
を
通
告
し
て
お
り
、
過
去
二

回
の
値
上
げ
も
半
数
近
く
が
ま

だ
認
め
ら
れ
て
い
な
い
現
状
に 

三
回
目
の
値
上
げ
に
頭
を
抱
え

て
い
ま
す
。 

■
東
京
都
よ
ろ
ず
支
援
拠
点 

港

区

新

橋

一

の

十

八

の

六

共
栄
火
災
ビ
ル
一
階 

電
話
〇
三-

六
二
〇
五-

四
七

二
八 

 

                                 

 



中

小

企

業

の

み

な

さ

ま

が

保

有

し

て

い

る

機

械

・

設

備

（
車
両
、
建
設
機
械
、
工
作
機

械
等
） 
や
売
掛
債
権
、
在
庫

な
ど
様
々
な
資
産
を
担
保
と
し

て
有
効
活
用
し
、
事
業
資
金
を

借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
動
産
担
保
に
頼
ら
な
い
都
独

自
の
融
資
制
度
で
す
。 

以
下
の
資
産
を
担
保
と
し
て
活

用

で

き

ま

す
。 

車

両

（

ト 

ラ

ッ

ク

、

バ

ス

、

ミ

キ

サ

ー

車 

等
） 

建

設

機

械

（

ク

レ

ー

ン

、

ブ

ル

ド

ー

ザ

ー

、

油

圧

シ

ョ

ベ

ル

 

等

） 

工

作

機

械

（

旋

盤

、

フ

ラ

イ

ス

盤

、

マ

シ

ニ

ン

グ

セ

ン

タ

 

等

） 

そ

の

他

の 

機

械

（

印

刷

機

、

フ

ォ
ー
ク
リ 

 
 

 

フ
ト 

等
）
売
掛
債
権
（
売
掛

金
、
受
取
手
形
等
）
在
庫
（
商

品
、
製
品
、
仕
掛
品
、
原
材
料 

等
） 

 

■
制
度
の
ポ
イ
ン
ト 

本
制
度
を
利
用
し
た

1

企
業

当
た
り
の
借
入
額
は
、
最
大
で

二
億
五
千
万
円 

機

械

・

設

備

を

担

保

と

す

る
場
合
：
長
期
資
金
（
七
年
以

内
）
の
借
入
れ 

売

掛

債

権

・

在

庫

を

担

保

と
す
る
場
合
：
短
期
資
金
（
一

年
以
内
）
の
借
入
れ 

   

借

入

れ

に

必

要

な

経

費

（
保
証
料
や
担
保
物
件
の
評
価

費
用
等
）
の
一
部
を
東
京
都
が

補
助 

 ■
東
京
都
の
補
助 

東

京

都

は

、

こ

の

制

度

を

幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
次
の
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
ま
す
。 

中

小

企

業

の

み

な

さ

ま

に

対
し
、
担
保
物
件
の
評
価
費
や

保
証
料
等
の
必
要
経
費
へ
の
補

助
を
行
い
ま
す
。
機
械
・
設
備

の
場
合
は
融
資
額
の
四
％
、
売

掛
債
権
・
在
庫
の
場
合
は
融
資

額
の
三
・
五
％
（
た
だ
し
、
小

規
模
企
業
者
（
※
）
が
売
掛
債

権
を
担
保
と
し
た
二
〇
〇
〇
万

円
未
満
の
融
資
を
利
用
す
る
場

合
、
七
〇
万
円
）
を
上
限
と
し

て

、

必

要

経

費

の

二

分

の
一

（
小
規
模
企
業
者
（
※
）
の
場

合
は
全
額
）
を
補
助
し
ま
す
。 

※
小
規
模
企
業
者
と
は
、
中
小

企
業
の
う
ち
、
従
業
員
数
が
製

造
業
等
三
〇
人
以
下
（
卸
・
小

売
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
〇
人
以

下
）
の
事
業
者
等
で
す
。 

    

■
利
用
の
流
れ 

ス
テ
ッ
プ
１ 

借

り

入

れ

を

希

望

す

る

方

は
、
ま
ず
取
扱
金
融
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ス
テ
ッ
プ
２ 

専

門

機

関

が

動

産

や

債

券

の
状
況
を
具
体
的
に
確
認
し
評

価
を
行
い
ま
す
。 

ス
テ
ッ
プ
３ 

評

価

結

果

等

に

基

づ

き

取

り
扱
い
金
融
機
関
が
融
資
を
実

行
し
ま
す
。 

ス
テ
ッ
プ
４ 

担

保

物

件

に

つ

い

て

定

期

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。 

 

■
主
な
金
融
機
関 

足
立
成
和
信
用
金
庫 

き
ら

ぼ
し
銀
行 

京
葉
銀
行 

興
産
信

用
金
庫 

商
工
組
合
中
央
金
庫 

城
北
信
用
金
庫 

西
武
信
用
金

庫 

東
京
信
用
金
庫 

東
京
シ

テ
ィ
信
用
金
庫 

東
京
東
信
用

金
庫 

東
京
ベ
イ
信
用
金
庫 

東

和
銀
行 

東
日
本
銀
行 

足
利
銀
行 

阿
波
銀
行 

み
ず

ほ
銀
行 

㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク 

朝
日
信
用
金
庫 

京
葉
銀
行 

   

 

さ
わ
や
か
信
用
金
庫 

城
南
信

用
金
庫 

T
r

a
n

z
a

x

㈱ 

千
葉

銀
行 

 

■
お
問
い
合
わ
せ 

東

京

都

産

業

労

働

局

金

融

部
金
融
課 

住

所

：

東

京

都

新

宿

区

西

新
宿
二
丁
目
八
番
一
号 

東
京

都
庁
第
一
本
庁
舎
十
九
階
北
側 

電

話

：

0
3

-
5

3
2

0
-
4

8
7

7
 

F
A

X

：0
3

-5
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8
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6
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a
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8
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9
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7
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f
f
8

4
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9
6

3
d

1
e

0
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6
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a
9

c
c

.p
d
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資金繰りが厳しく事業資金を借りたいけれど、

借入に必要な担保不動産がない・・・  そんな中
小企業経営者の皆様、ABL をご存じですか? 

印
刷
機
や
在
庫
、
売
掛
債
券
な
ど
を
担
保
に
し
て
事
業
資
金
の
借
り
入
れ
が 

https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/chushou/adea6d88957f2ff842963d1e0667a9cc.pdf
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/chushou/adea6d88957f2ff842963d1e0667a9cc.pdf
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/chushou/adea6d88957f2ff842963d1e0667a9cc.pdf


■
秋
バ
テ
と
は 

「

秋

バ

テ

」

と

い

う

言

葉

を
ご
存
知
で
す
か
？
過
酷
な
夏

も
過
ぎ
去
り
、
過
ご
し
や
す
い

は
ず
の
秋
に
入
っ
た
の
に
カ
ラ

ダ
が
だ
る
い
、
疲
れ
が
と
れ
な

い
、
ヤ
ル
気
が
出
な
い…

…

、

そ
ん
な
症
状
に
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
、
も
し
か
し
た
ら
「
秋

バ
テ
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

            

   

「
夏
バ
テ
」
に
比
べ
る
と
あ

ま
り
耳
馴
染
み
の
な
い
「
秋
バ

テ
」
で
す
が
、
秋
バ
テ
で
悩
む

人
は
意
外
と
多
く
、
最
近
少
し

ず
つ
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
主
な
症
状
は
、

夏
バ
テ
に
似
た
以
下
の
よ
う
な

症
状
で
す
。 

☐
 

カ
ラ
ダ
が
だ
る
い 

☐
 

疲
れ
が
と
れ
な
い 

☐
 

ヤ
ル
気
が
出
な
い 

☐
 

頭
が
痛
い 

☐
 

め
ま
い
が
す
る 

☐
 

食
欲
が
な
い 

■
秋
バ
テ
の
原
因
は 

 

で
は
、
秋
バ
テ
は
な
ぜ
起
こ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
原
因

は 
“

秋
の
大
き
な
変
化”

と“

夏

の
疲
れ”

に
あ
り
ま
す
。 

カ
ラ
ダ
は
自
然
環
境
と
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
健
康
を
保
っ

て
い
る
た
め
、
気
候
が
変
化
す

れ
ば
、
そ
の
変
化
に
合
わ
せ
て

カ
ラ
ダ
も
順
応
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
暑
く
湿
気
の
多

い
夏
か
ら
、
涼
し
く
乾
燥
し
た

秋
へ
変
わ
る
気
候
の
変
化
に
カ

ラ
ダ
も
つ
い
て
行
く
の
が
や
っ

と
で
す
。 

さ

ら

に

「

女

心

と

秋

の

空

」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
秋
は
天

気
の
変
化
と
一
日
の
寒
暖
差
が

と
て
も
大
き
い
季
節
で
す
。
日

中
は
ま
だ
夏
を
引
き
ず
っ
た
か

の
よ
う
に
暑
い
の
に
、
朝
晩
は

驚
く
ほ
ど
冷
え
込
む
の
で
、
カ

ラ
ダ
も
体
温
調
節
に
必
死
で
す
。

そ
ん
な
変
化
の
多
い
秋
に
、
夏

の
疲
れ
を
引
き
ず
っ
た
ま
ま
突

入
し
て
し
ま
う
と
、
カ
ラ
ダ
は

悲
鳴
を
あ
げ
て
、
秋
バ
テ
の
症

状
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

で
す
。 

■
疲
労
回
復
と
変
化
へ
の
順
応 

 

秋
バ
テ
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
ま
ず
は
変
化
に
対
応
で
き

る
だ
け
の
体
力
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
夏
の
疲
れ
を
し

っ
か
り
リ
セ
ッ
ト
し
て
、
元
気

で
健
や
か
な
カ
ラ
ダ
を
取
り
戻

し
ま
し
ょ
う
。 

漢

方

で

は

、

湿

気

の

多

い

梅
雨
～
夏
に
胃
腸
は
弱
り
や
す

く
、
逆
に
乾
燥
し
や
す
い
秋
～

冬
に
は
食
欲
も
上
が
り
調
子
も

出
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

秋
は
「
食
欲
の
秋
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
夏
に
比
べ
る
と
秋

は
、
本
来
で
あ
れ
ば
胃
腸
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
よ
く
な
る
季

節
。
秋
バ
テ
で
食
欲
が
な
い
な

ど
胃
腸
の
弱
り
を
感
じ
て
い
る

人
は
要
注
意
で
す
。 

カ

ラ

ダ

を

動

か

す

原

動

力

は
食
べ
た
も
の
か
ら
作
ら
れ
ま

す
。
胃
腸
が
弱
っ
て
い
る
と
元

気
も
出
ま
せ
ん
よ
ね
。
胃
腸
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
人
は
、
ま

ず
は
胃
腸
を
整
え
る
こ
と
か
ら

始
め
る
こ
と
が
先
決
で
す
。 

ま
た
、
秋
の
特
徴
で
あ
る“

乾

燥”

に
対
す
る
備
え
も
大
切
で

す
。
漢
方
で
は
、
鼻
や
の
ど
、

気
管
支
、
肺
な
ど
の
呼
吸
器
系

や
皮
膚
や
粘
膜
、
さ
ら
に
大
腸

な
ど
は
乾
燥
に
弱
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
体
力
が
弱
っ

て
い
る
と
き
は
風
邪
に
か
か
り

や
す
い
も
の
で
す
。
体
力
回
復

と
合
わ
せ
て
、
乾
燥
対
策
も
忘

れ
ず
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。 

■
秋
バ
テ
は
旬
の
食
材
で 

秋

バ

テ

に

は

、

誰

に

で

も

簡
単
に
始
め
ら
れ
る
食
養
生
が

お
す
す
め
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は

“

旬
を
い
た
だ
く”

こ
と
。
旬
の

食
材
は
美
味
し
く
栄
養
が
豊
富

な
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
季
節

の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
し
た
嬉
し

い
働
き
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。 

秋

バ

テ

予

防

に

ピ

ッ

タ

リ

な
「
疲
労
を
回
復
し
カ
ラ
ダ
を

元
気
に
す
る
」
、
「
胃
腸
を
整
え

る
」
、
さ
ら
に
「
カ
ラ
ダ
を
潤

お
す
」
と
言
わ
れ
る
旬
の
食
材

は
、
山
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、

か
ぶ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
し
い
た
け

で
す
。
夏
の
疲
れ
が
ひ
ど
く
、

な
か
な
か
回
復
し
な
い
と
い
う

方
に
は
漢
方
薬
が
お
す
す
め
で

す
。
漢
方
薬
の
チ
カ
ラ
を
借
り

て
、
カ
ラ
ダ
の
中
か
ら
し
っ
か

り
と
元
気
を
補
い
確
実
に
疲
労

を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。 

【
参
考
資
料
】 

  
k

r
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No178 健康がいちばん !   

夏バテよりも怖い「秋バテ」 

夏の疲れをリセットすることが   

https://tokuteikenshin-hokensidou.jp/news/2021/009672.php
https://www.kracie.co.jp/kampo/kampofullife/body/?p=5060


    

 

株
式
会
社
塚
谷
刃
物
製
作
所

（
大
阪
府
八
尾
市
楠
根
町
５
－

３
０ 

電
話
０
７
２-

９
９
６-

８
７
７
０
）
は
、
二
〇
一
八
年

七
月
に
開
催
し
た
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
二

〇
一
八
で
、
参
考
出
展
し
た
ピ

ナ
ク
ル®

ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
（
Ｐ

Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ®

Ａ
ｄ
ｊ
ｕ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）
を
二
〇
二
三
年
七 

月
十
八
日
よ
り

正
式
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。 

輪
転
方
式
で
の

抜
き
加
工
部
は
、

ピ
ナ
ク
ル
ダ
イ

®

を
貼
り
付
け

る
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
リ
ン
ダ
ー
と

ア
ン
ビ
ル
ロ
ー

ル
（
受
け
胴
）

の
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、

平
圧
方
式
の
抜 

抜
き
加
工
部
の

よ
う
に
都
度
、 

   
 

 

    ラ

ベ

ル

基

材

に

対

し

て

刃

型

（
刃
先
）
の
食
い
込
み
量
を
管

理
（
＝
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
刃
型
（
刃
先
）

の
食
い
込
み
強
弱
に
よ
る
、
抜

き
不
良
や
、
セ
パ
レ
ー
タ
ー
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
（
傷
深
さ
）
と
い

う
問
題
が
つ
い
て
ま
わ
っ
て 

い
ま
す
が
、
ピ
ナ
ク
ル®

ア   

   

    

ジ
ャ
ス
タ
ー
（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｃ

Ｌ
Ｅ®

Ａ
ｄ
ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）

を
用
い
る
こ
と
で
問
題
を
解
消

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。 

※
輪
転
方
式
抜
き
加
工
部
イ
メ

ー
ジ 

 

上
段 

： 

ピ
ナ
ク
ル
ダ
イ

®

と
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
リ
ン
ダ
ー 

 

下
段 

： 

ピ
ナ
ク
ル®

ア

ジ
ャ
ス
タ
ー
（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｃ

Ｌ
Ｅ®

Ａ
ｄ
ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
） 

ピ

ナ

ク

ル®

ア

ジ

ャ

ス

タ

ー

（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ®

Ａ
ｄ

ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）
の
特
徴
と
し

て
は
、
既
設
の
ア
ン
ビ
ル
ロ
ー

ル
（
受
け
胴
）
か
ら
ピ
ナ
ク
ル 

®
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｎ 

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ®

Ａ
ｄ
ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ 

 

 
 

 

   

ｒ
）
に
交
換
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
（
諸
条
件
有
り
ま
す
）
。 

ピ

ナ

ク

ル®

ア

ジ

ャ

ス

タ

ー

（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ®

Ａ
ｄ

ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）
の
ダ
イ
ヤ
ル

ハ
ン
ド
ル
を
回
す
こ
と
で
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
（
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
）
を

０
．
０
０
１
ｍ
ｍ
単
位
で
調
整

が
行
え
ま
す
の
で
、
刃
型
（
刃

先
）
の
食
い
込
み
量
を
常
に
管

理
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

※
ピ
ナ
ク
ル®

ア
ジ
ャ
ス
タ
ー

（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ®

Ａ
ｄ

ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）
・
全
体 

 

 

※
ピ
ナ
ク
ル®

ア
ジ
ャ
ス
タ
ー

（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ®

Ａ
ｄ
ｊ
ｕ
ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
）
・
ハ
ン
ド
ル
部 

基
本
仕
様 

・
ロ
ー
ル
径 

最
小
径φ

１
０

０
～
最
大
径φ

１
４
０
（
有
効

面
長
で
変
わ
り
ま
す
） 

 

・
ロ
ー
ル
有
効
面
長 

３
５
０

ｍ
ｍ
～
４
２
０
ｍ
ｍ
（
ギ
ア
の

取
付
位
置
で
変
わ
り
ま
す
） 

・
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
）

調
整
域 

±

０
．
０
４
ｍ
ｍ
も

し
く
は±

０
．
０
５
ｍ
ｍ 

・
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
）

調
整
単
位 
０
．
０
０
１
ｍ
ｍ 

   
 

 
 

          

第
二
〇
八
回

「

塚
谷
刃
物
製
作
所
」 

 
 

第
二
〇
八
回
「
塚
谷
刃
物
製
作
所
」 

ピナクルⓇアジャスターを販売 

刃型の抜き不良やセパへのダメージ解決  

ピナクルダイとマグネットシリンダー  ハンドル部  

ピナクルアジャスター全体   


